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1
子どもの活動等のスペースが
十分に確保されているか

22
今の人数での活動であ
ればＯＫだと思う。

H30.4よりリフォームして活動スペースを広くし課
題ごとに部屋を間仕切りることで子ども達が落
ち着いて過ごしたりおもいっきり走ったりできる
ように取り組んでいる。

2
職員の配置数や専門性は適
切であるか

19 1 0 2
作業療法士、理学療法士・心理士・言語聴覚士
等、カンファレンスの充実を目指し専門性を高
めていけるよう努めている。

3

生活空間は、本人にわかりや
すく構造化された環境*１に
なっているか。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備
等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切にな
されているか

18 1 0 3

トイレ修繕は難しいが、スペースの工夫等は取
り組んでいく。子どもの特性に合わせて写真付
きの篭を準備したり、カードで見通しを伝え活動
しやすい様に工夫するようにしている。

4

生活空間は、清潔で、心地よ
く過ごせる環境になっている
か。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっているか

21 0 0 1
間仕切りなどで空間を分けたり、活動に合わせ
て大きくしたりしている。玩具・室内の清掃は感
染経路にもある為、こまめに清掃している。

5

子どもと保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上
で、児童発達支援計画*2が
作成されているか

20 1 0 1
個別に計画を見直し、会議で協議してから保護
者へお伝えしている。

6

児童発達支援計画には、児
童発達支援ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援
及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要
な項目が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援内容
が設定されているか

19 1 0 2

子どもの日々の活動から困り感をどのようにし
たら本児が自主的に切り替えたり活動ができる
かを取り組む中で見つけ出し成功体験が増える
ようにとりくむようにしている。

7
児童発達支援計画に沿った
支援が行われているか

20 1 0 1
職員で朝礼や夕礼、ケース会議で共有し支援を
行っている。

8
活動プログラム*3が固定化し
ないよう工夫されているか

18 0 0 4

基本3部構成（活動の時間・静の時間・自由遊
び）は土台であるが、人との関りや、活動内容な
どは個別に合わせたり、作業療法士等からアド
バイスを頂きながら色々なプログラムが経験で
きるようにしている。

9

保育所や認定こども園、幼稚
園等との交流や、障がいのな
い子どもと活動する機会があ
るか

15 1 0 6

直接交流はないが、併用通園をしている児童が
多い為、日常的に色々な交流はある。事業所で
は年に2回の合同行事や曜日で利用児童が変
動する中で、他の保育園や幼稚園の子ども達
が集まって活動に取り組んでいる。
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



10
運営規定、利用者負担等に
ついて丁寧な説明がなされた
か

21 1

契約の時に運営規定、需要事項説明等行って
いる。昨年の反省からより丁寧に説明を加えた
ことで評価でご理解いただけている数字になり
嬉しく思う。今後も丁寧な説明を続けていく。

11

児童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の提供すべき
支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された
「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明がなさ
れたか

20 1 0 1
ガイドラインのねらいについての説明が不足し
ているので思うので昨年に続けて説明していく。

12
保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント・トレーニン
グ*4等）が行われているか

13 2 0 7

代表が行っているペアレントトレーニングの紹介
をしてたが、今年度は個別対応での実施だっ
た。また、母子通園の際、実際に関わり方や、
声かけ等お伝えできるようにしていく。

13

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、子どもの健康
や発達の状況、課題について
共通理解ができているか

19 1 0 2

母子通園の時に色々と説
明をしてくれる。子ども様
子を見ながらなので分か
りやすい。連絡帳がない
ので母子通園、個別支援
計画の見直しの時聞く事
が出来ないです。仕事で
母子通園に行けないので
なかなか先生方と話せな
いです。その日何を学ん
だか様子がどうだったか
分かるよう簡単なもので
よいので連絡帳のような
ものがあると良いかと思
う。

利用時間内には連絡帳を書く時間が確保でき
ず、電話やメールで対応している、今後もご要
望に沿えるかは検討していく。積極的に保護者
の方へのメールのやり取りは増えた。

14
定期的に、保護者に対して面
談や、育児に関する助言等の
支援が行われているか

16 3 0 3
個別面談、母子通園の他に、希望の方へは見
学の対応や電話などで今後も支援をしていきた
い。

15

父母の会の活動の支援や、
保護者会等の開催等により
保護者同士の連携が支援さ
れているか

9 4 1 8

保護者間で密に話す場
面は少ない。お祭り、母
子通園で顔をあわせるこ
とはある。

母子通園や、合同行事の際に保護者の方の出
会いの場になればとレクリエーションやBBQを
企画しいる。今年度はお仕事をされている保護
者の方が多く、母子通園のご参加が少なく、出
会いの場となる回数が少なかった。

16

子どもや保護者からの相談
や申入れについて、対応の体
制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明
され、相談や申入れをした際
に迅速かつ適切に対応され
ているか

18 0 0 4
相談、対応は今までも行っていたが、今後は
もっと気楽に相談ができる体制つくりを検討して
いく。

17
子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配
慮がなされているか

22

お子さんの大きな変化や成長があった時には、
メールや電話などでお知らせをするようにしてい
る。また、事業所での出来事（よかった事）を保
護者の耳に届き、自宅でも褒めてもらえることで
お子さんの励みになればよいと考えている。昨
年より保護者の方とやり取りが増え保護者の方
の安心につながって嬉しい。

18

定期的に会報やホームペー
ジ等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果
を子どもや保護者に対して発
信されているか

18 1 1 2

出欠予定表に載っている
写真だけでは物足りな
い。活動の様子がもう少
しあると子どもが何が好
きで何が嫌いか等分かり
やすい。プライバシーな
どの問題もあるでしょうが
…母子通園での話では
伺える。

毎月のおたよりで写真を掲載し様子をお知らせ
している。自己評価については昨年からホーム
ページに掲載をしている。今年度も引き続き掲
載していく。また、質問への回答など改善策を
文書で配信する。

19
個人情報の取り扱いに十分
注意されているか

20 0 0 2

個人情報の取り扱いについては、職員で徹底し
ているが、今後も事業所間や相談支援員との情
報共有の際は保護者承諾の元、十分配慮して
いく。
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20

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか。ま
た、発生を想定した訓練が実
施されているか。

14 1 1 6

地震・津波のは聞いたこ
とがあるが、防犯、感染
症対策は聞いたか覚えて
いない。

昨年の改善として年度初めに避難場所や緊急
時の内容の文書を配布した。防犯、感染症も含
め今年度も保護者の方と共有でき、いざという
時に連携できるよう整えていく。

21
非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出、その他必
要な訓練が行われているか

10 1 2 9
定期的か分からないがし
ているのは知っている。

災害時の流れや、主な担当など職員間で決め
てマップにし毎月訓練をしている。また、今年度
は非常用の水、避難バック、避難食を準備し
た。年度初めに移動などがあった際、職員間の
引継ぎなどの周知が難しいため、今後も定期的
に確認をしていく。

22
子どもは通所を楽しみにして
いるか

19 1 1 1

利用しない日でも「今日も
行きたい」という気持ちで
あふれている。
行きたくないと言うことも
しばしばある。
楽しく通所している。成長
をとても感じている。先生
方に感謝している。

子ども達の日々の変化を感じながら、自宅や保
育園からの切り替えに時間がかかったりする時
でも、送迎車の中で切り替えが出来たり、到着
する時には笑顔になれる様子を見守っている。
また、保護者の方に安心してもらえるよう母子
通園、個別支援以外でもメールや電話で対応に
つとめている。

23
事業所の支援に満足している
か

18 3 0 1

丁寧に色々な方面から
アプローチをして下さっ
ていると思う。出来るこ
とが増えた。

子ども成長の中で目に見えて成長を感じられる
部分と1年、2年かけて気づいたらこんなに成長
していた等、個々に合わせた目標を計画し、子
どもに無理がなく自己達成感が積めるように取
組む努力をしていきたい。今後もその子その子
の特性や成長に合わせて対応を考え、保護者
の方と協力をしながら楽しく通所してもらえるよ
う配慮していく。それぞれの特性や、環境の変
化の不安定さ等もふまえて、その子にあった支
援がされているのかを常に検討、見直しをしな
がら今後も運営していく。

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を
学ぶこと。子どもが適切な行動を獲得することを目標としている。
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*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活
全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上さ
せるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児
童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特
性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されてい
る。


